
チーム

森田圭吾・木本 泉さん・石山温子さん



森田「服部川で、施設をはじめて、2年になる。
　　　地域の人たちにも、気軽に出入りして欲しいが、
　　　ほぼ誰も来てくれない。」

木本さん「ええまちアカデミーというのがあるよ。」

きっかけ（実践プランの背景）

ええまちアカデミー入門編

ええまちアカデミー実践編



きっかけ（実践プランの背景）

ソロキャン理論



きっかけ（実践プランの背景）

ハイツはっとりがわが、

「ただの住宅型有料老人ホームだけでなく、恒常的に人が出入りする場所」になること。

1回目オンライン顔合わせ

そのために、
・日常的なカフェの運営
・知ってもらうためのイベント
・その第一弾として、餅つき大会。
・他にも折り紙教室や、運動教室などはどうか？
・カフェ運営やメニューはどうするのか？

「餅つきじゃなくても、いいんじゃない？」



起こったこと・体験したこと

チームでの
話し合いや協力

餅つき大会

レンタル
スペース

出来事

感染症の蔓延

・なんとなく、できたらいいなぁぐらい。
・単発で、思いつきの行動しかしていない。
・スタッフとの意識の共有もしていない。
・地域の方への挨拶、交流もしていない。
・カフェは、施設の人員配置の問題もある。

・なにがしたいの？の深掘り
・ツールを使って気持ちの整理や言語化
・ご家族や近隣の方との交流
・お客さんとして、場所の利用

案・行動・起こったこと

チームの協力

・ゆめプロさんメイン。大人子ども50名程
・地域の人は一人来てくれる。
・マジシャンも来て、にぎやかだが・・・

・反発するが、「確かにそうかも」。
・自分のゆっくりできる家に、たくさんの人が　
入ってきたら嫌かも。
・自分の意識が、外ばかり向いていた？

・8名中7名が感染症。
（熱発、下痢、嘔吐。隔離対応）
・入居者さんもスタッフも大変

地域のことを知る
家族さんとの交流や思いをしれた。

自分の考えを深掘り、整理、反芻すること
ができた。

施設としての、人員基準の問題

・入居者さんほったらかし。
・積極的には参加できないのでサポートが必要。
・水分補給や排泄などができていない。
・イベント時の入居さんへの配慮。

・100歳越えのご夫婦のお祝い。親族15名　
で利用。よかったという感想をもらう。
・スタッフからの一言。
　「入居者さんにとっては生活の場」
　「この人たちのプライバシーは？」
　「あぁはなりたくないという目で見られた」
・親子で味噌作りイベントはお断り。

・いろんな人に来てもらうことへの怖さ。
　感染症のリスク。命にも関わる。
・ここは、あくまで、住宅型有料老人ホーム
　（これが大前提）
・2年前と比べると徐々に心身面共に低下

気づいたこと

12/27

1/2

1/14〜

● スタッフに地域に開かれた施設にしたいという思いを再共有。
「ただの住宅型有料老人ホームだけでなく、
　　　　　　　　　　　恒常的に人が出入りする場所」

● ご家族の声
家族としても来やすい。人が出入りする施設になって欲しい。

● 近隣の方への挨拶。
介護経験あり。「相談できる場所があれば助かる」との声。
餅つきで快く場所を提供。「なんかあったらまた言うてや」

● 喫茶店のママさんと交流。
地域の話や折り紙教室の話を伺う。
お餅のお礼に、馬の折り紙の飾りをいただく。

● おむつフィッターの集まりで利用。
板の間なら利用者さんの生活を妨げないか？
来客時、入居者さんが掃き掃除や拭き掃除をしてくれる。
介護に理解があればおむつ交換も気にならないのでは？

● レンタルスペースは、一度、申込制を試したが、中止。
● カフェはしない方向（まだ迷い中）

人員基準で兼務不可、人件費の余裕なし。
　→ セルフ形式 / 無料か？
　→ 持ち込み・飲食可にして、場所提供のみでよいか？

● 介護に理解のある方や知人から、利用してもらう。
● ルールづくり（消毒、マスク着用など）
● ふらっと座れるベンチをいつも綺麗に。
● 地域の役に立ち、認知度向上（経営的にも）



12/27　ゆめプロさんと一緒に餅つき大会。大人子ども合わせて50名ほどの参加（ゆめプロさんのお客さん）。近所の方一人来てくれました。

10/11 ハイツはっとりがわにて 11/2 家族様と意気投合？

12/26 餅つきのポスティング90枚。しっかり手伝ってもらいました。ベンチも綺麗に。

起こったこと・体験したこと

はっきりしない思考を整理整頓。深掘り。言語化。

1/10 ちょこからさん。立ち上がってしっかり運動。 1/16 小学生がふらっとベンチに。



「ただの住宅型有料老人ホームだけでなく、恒常的に人が出入りする場所」になること。

「心地よい距離感で、ゆるやかにつながる」
（「おせっかい日本一」を掲げる八尾市の考え）

　レンタルスペースはしないが、フリースペースとして、人の出入りは適度にあって欲しい。
①入居者ファーストであること、②地域の役に立つこと、③認知されること（経営的にも）

今後の取り組み



今後の取り組み

1  住宅型有料老人ホームとしての質を高める。
　　入居者さん・ご家族の満足度が一番。（運営基準も徹底）
    　施設っぽいないと言ってもらえるが、質はどうか？
　　関わりや環境整備なども含めて、再度振り返り、見直しをする。

2  看板をつくる。
　　看板がないので、外からではなにをやっているかはっきり分からない。

3 接客マニュアル（仮）
　　外部の方が来てくれた時の接客のマニュアルの改善

4 ちらし配布
　　ハイツはっとりがわを知ってもらうためのちらしの配布。

5 定期的なイベントの開催
　　積極的に地域などをかかわるためのイベントの定期的な開催。

常時

2月末

2月末

4月

？？？



今後の取り組み



メンバー紹介・感想

森田 圭吾

色々と、あれしたい、これしたい、来て欲しいなどと言っていたが、基本的なことができていなかった。していなかっ
たことに気付きました。今回のええまちアカデミーへ参加させてもらい、チームメンバーで話し合ったり、意見をも
らったりして、考えや気持ちを整理することができました。一周まわって、外ばかりに意識をやらずに、もっと足元
（入居者さん、ご家族、スタッフ、環境など）をしっかりと固めなさいということに気づかせてもらいました。
ハイツはっとりがわは、住宅型有料老人ホームで、生活の場であることを一番に、「心地よい距離感で、ゆるやかにつ
ながる」場所・地域を作って行きたいと思います。

木本 泉さん

同じ八尾市在住です。私の一言で「ええまちアカデミー」に引き込んだことから、応援メンバーに入れてもらいまし
た。介護関係の集まりで何かしたいと話をするとただただ迷走しがちですが、考える道筋のアドバイスをしてくださる
人がいて、動きながら色々感じ考えることが出来ました。とてもいい経験になりました。ありがとうございました。
今回、なるべく足を運んで関わって、肌で感じて考えました。素敵なスタッフさん、入居者さん、ご家族さんと楽しく
おしゃべりをして、施設らしくない施設に私が惹かれました。引き続き応援していきたいです。

石山 温子さん

人生の最終段階における住まい、住み方について、課題を感じていました。
住人さん達が「地域に住んでいる」的な環境をつくっていきたい、と思ってやってみて、気づく、考える、また軌道修
正して動く。という面倒くさい作業を自然にできてしまう「はっとりがわ」さんの活動に参加させていただき、めちゃ
めちゃ楽しかったです。実際の会話から、見つかる取り組みもいろいろあって、みなさまの行動力に感動しておりまし
た！新しい住まい、住み方、暮らし方がまだまだ出てきてそうで、森田さんの頭の中を覗き続けたいです。


